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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：錢 琨 准教授 （Q-AOSコーディネーター）

電析（電気めっき）法は、金属などの素材の上に、ニッ

ケルや銅・クロム等の異種金属被膜を形成する表面

処理技術の１つです。材料の耐食性や硬度・耐摩耗

性等を向上させることができ、長寿命化につながり

ます。また、他の表面処理技術とは異なり、高温・

高真空環境を必要とせず、低コストで簡便に金属膜

を作製できる点も強みです。さらに、電析過程で二

酸化炭素等の温室効果ガスを排出しない点でも環境

に優しい技術です。本セミナーでは、この電析法を

表面処理技術として用いることにとどまらず、めっ

き物自体を機能性金属材料（磁性材料・電極触媒材

料・高強度材料等）として応用することを目指した

研究について紹介したいと思います。
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電気めっき法を用いた
機能性金属材料の開発

8. （水）
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私は福岡県出身で（1995 年生まれ）、
福岡県立筑紫高等学校を卒業しました。
高校卒業後は、長崎大学工学部に入学
し、化学や材料科学について学びまし
た（2014 年 4 月～2018 年 3 月）。そ
の後は、長崎大学の大学院に進学し、
電析法を用いた機能性金属材料の開発
に関する研究に取り組みました（2018
年 4 月～2023 年 3 月）。その結果、
2023 年 3 月に博士（工学）を習得し、
大学院を修了しました。博士課程在学
中は、日本学術振興会特別研究員
（DC1) に採択されておりました。大学
院修了後は、九州大学大学院工学研究
院の材料工学部門の助教に採用されま
した（2023 年 4 月～現在）。現在は、
機能性金属材料だけでなく半導体材料
（熱電変換材料）に関する研究にも取り
組んでいます。




